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12月定例会は、

2 日から 20 日までの 19 日間の会期で開催しました。
条例改正 1 件、補正予算 6 件、議案 8 件、人事案件 3 件、などすべて可決
しました。
また、一般質問は、８議員が登壇し市政について市長の考えをただしました。

【補正予算】
　財務常任委員会で審査された後、 本会議 （20 日） で委員長報告が行われ可決されました。

● 一般会計補正予算（第３号）
● 補正額１９２，１６４千円を追加し、総額１４,６８４,１０５千円とした。主なもの、市民

　 交流センター整備事業費１２８,３７８千円（内訳：新図書館システム経費５３,８２０千円、

　 備品購入経費７,４５８千円、一般備品２,５００千円、電気関係備品４，５５８千円など）

● 介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業４，６３０千円、障害者自立支援事業１２,７８９千円、

● 子ども医療費助成事業２,３８０千円

● 保育所運営事業８,９７９千円

● 予防接種事業費６,９３３千円

● 中山間地域耕作放棄地対策事業５,２６９千円、松くい虫防除事業２,２９６千円、

● 地籍管理事業３,０００千円、市道整備事業２５,９７６千円、市立公園等管理事業　  　 　 

　 ３, ０４５千円

● 消防施設整備事業９,３５９千円

● 災害対策事業９,５００千円

● 民俗資料館管理運営事業１,２１１千円

● ドリームサッカー開催事業６３７千円などであります。

　 採決では「異議あり」のため起立により採決、起立多数のため原案のとおり可決。

● 韮崎市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
● 補正額４３２千円を減額し、総額３，０２５，０６５千円とした。

● 一般被保険者療養給付費３４，４７５千円、一般保険者療養費３，１３１千円、

● 一般保険者高額療養費５，５００千円、高額医療費共同事業医療費拠出金１１，３５６千円

　 採決では「異議あり」のため起立により採決、起立多数のため原案のとおり可決。
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● 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
● 補正額２，８３０千円を減額し、総額２３９，４７６千円とした。

● 職員給与費１，２９２千円の減額など。

　 採決では「異議あり」のため起立により採決、起立多数のため原案のとおり可決。

● 下水道事業特別会計補正予算（第１号）
● 補正額８，４３０千円を減額し、総額１，１６３，７０７千円とした。

● 職員給与費９，３１８千円の減額など。

　 採決の結果、原案のとおり可決。

● 介護保険特別会計補正予算（第１号）
● 補正額４１，１５９千円を追加し、総額１，８４７，２２６千円とした。

● 居宅介護サービス給付費１９，１２２千円、施設介護サービス給付費１３，８９０千円など要

　 介護認定者の増加に伴い給付の増加が見込まれるため。

　 採決の結果、原案のとおり可決。

● 国民健康保険韮崎市立病院事業会計補正予算（第２号）
● 収益的収入及び支出の補正

　病院事業収益及び費用を４３，５５６千円追加し、２，２３７，４９５千円とする。

● 年間患者数入院１，５７０人の増及び外来２，６７３人の増、介護５１１人の減によるもの。

　一日平均患者数入院４人の増、外来１１人の増、介護１人の減によるもの。

● 資本的収入及び支出の補正

　資本的収入を４，０２９千円を追加し、１０１，９９８千円とする。

　資本的支出を７，２５８千円を追加し、２２４，８２３千円とする。　
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【条例改正】
◆ 韮崎市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

子ども医療費の助成対象年齢を拡大し、更なる子育て家庭への支援の充実を図る。

具体的には、満 12 歳から 15 歳までに改める。

（平成 23 年４月１日から）

【指定管理者の指定】
◆ 韮崎市民交流センター及び韮崎市民交流センター駐車場の指定管理者の指定

管理者となる団体 :内藤・ＫＢＳグループ　株式会社内藤　代表取締役　内藤 久夫

期　間 :平成 23 年９月１日から平成 28 年３月 31 日まで

◆ 韮崎市子育て支援センターの指定管理者の指定
管理者となる団体 :ＮＰＯ子育て支援センター ちびっこはうす　理事長　宮沢 由佳

期　間 :平成 23 年９月１日から平成 28 年３月 31 日まで

◆ 韮崎市地域情報発信センターの指定管理者の指定
管理者となる団体 :有限会社六曜舎　代表取締役　小野 　曜

期　間 :平成 23 年９月１日から平成 28 年３月 31 日まで

◆ 韮崎市立図書館の指定管理者の指定
管理者となる団体 :株式会社図書館流通センター　代表取締役　谷一 文子

期　間 :平成 23 年９月１日から平成 28 年３月 31 日まで

◆ 韮崎市老人福祉センターの指定管理者の指定
管理者となる団体 :社会福祉法人 韮崎市社会福祉協議会　会長　榑林 一孝

期　間 :平成 23 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで
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請 

願採　

択

☆
教
育
予
算
を
拡
充
し
、

教
育
の
機
会
均
等
及

び
水
準
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
の
請
願

（
提
出
者
）

　

韮
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
　

他
３
団
体

☆
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
を
中
学
３
年
生
ま

で
引
き
上
げ
る
こ
と

を
求
め
る
請
願

（
提
出
者
）

　

新
日
本
婦
人
の
会

　
　

山
梨
県
韮
崎
支
部

　
　
　
　
　
　

他
３
団
体

不
採
択

☆
障
害
者
自
立
支
援
法

の
応
益
負
担
を
や
め

る
こ
と
の
請
願

　
　

（
提
出
者
）

進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す

　

韮
崎
の
会
代
表
世
話
人

　
　
　
　
　

渡
辺　

吉
基

☆
所
得
税
法
第
56
条
廃

止
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
請
願（

提
出
者
）

山
梨
県
商
工
団
体
連
合

　
　

婦
人
部
協
議
会
長

　
　
　
　
　

古
屋　

洋
子

他
１
名

お詫びと訂正について

　議会だより１２月号に掲載しま

した内容の「用語及び数値」につ

いて次のように訂正いたします。

２ページの財政判断比率を

健全化判断比率 に訂正。

３ページの財政調整基金積立金

６８，２４１千円を

２７８，６８２千円 に訂正。

３ページの

国民健康保険特別会計補正予算額

５０，８８５千円を

５０，７９４千円 に訂正。

以上のとおりお詫びして

訂正いたします。

 ◆ 韮崎市在宅老人デイサービスセンターの指定管理者の指定
管理者となる団体 :社会福祉法人 韮崎市社会福祉協議会　会長　榑林 一孝

期　間 :平成 23 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで

◆ 韮崎市文化ホールの指定管理者の指定
管理者となる団体 :財団法人 武田の里文化振興協会　理事長　林　 紘子

期　間 :平成 23 年４月１日から平成 28 年３月 31 日まで

【任命及び選任】
◆ 韮崎市監査委員の選任

韮崎市監査委員　　　　　　　　　　　　金丸 　博（藤井町）

◆ 韮崎市教育委員の任命
韮崎市教育委員　　　　　　　　　　　　小川 龍馬（中田町）

◆ 韮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任
韮崎市固定資産評価審査委員会委員　　　嶋津 榮男（穴山町）
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市
民
バ
ス
の
料
金
軽

減
・
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
実
験
に
つ
い

て
問
議
員　

現
代
生
活
の
基
本

要
素
は
、「
衣
食
住
交
」
と
か

「
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
交

通
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
交

通
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の

も
と
、
国
民
生
活
の
質
の
向

上
に
、
地
域
の
公
共
交
通
機

関
の
整
備
・
充
実
が
必
要
で

あ
り
、
地
域
公
共
交
通
の
切

捨
て
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
市

長
は
、市
長
選
の
政
策
に
「
市

民
バ
ス
の
料
金
軽
減
と
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
実
証
実
験
」
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
具
体

的
に
は
何
か
お
示
し
く
だ
さ

い
。

答
市
長　

明
年
度
よ
り
、
高

齢
者
の
利
用
料
金
を
一
回

１
０
０
円
と
し
、
ま
た
、
３
ヶ

月
の
定
期
パ
ス
の
導
入
を
行

な
い
、
日
々
、
高
齢
者
が
安

心
し
て
公
共
施
設
や
買
物
に

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
勤
め
ま

す
。
ま
た
、
全
て
の
市
民
を

対
象
に
土
日
祝
日
料
金
を

１
０
０
円
と
し
、
町
な
か
賑

わ
い
の
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
は
、

明
年
度
か
ら
、
高
齢
化
率
等

を
み
な
が
ら
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
実
証
実
験
を
行
な
い

ま
す
。

農
業
振
興
（
コ
メ
品

質
低
下
の
係
わ
る
対

策
）
に
つ
い
て

問
議
員　
「
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
日
本
一
の
「
梨
北
米
」

も
今
年
は
品
質
低
下
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
。
10
年
度
米

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
梨
北

韮
崎
市
内
支
店
の
出
荷
米
は
、

今
夏
の
異
常
高
温
に
よ
る
影

響
で
、
出
荷
米
に
占
め
る
一

等
米
の
割
合
が
昨
年
の
87
・

６
％
か
ら
23
・
３
％
と
大
幅

に
減
少
し
、
そ
れ
は
、
そ
の

ま
ま
生
産
農
家
の
減
収
に
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
品
質

低
下
は
、
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
と
の
考
え
に
立
ち
米
価

格
の
上
乗
せ
支
援
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
規
格
外

の
米
は
、
米
粉
な
ど
に
し
て

処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
米
粉
を
学
校
給
食
に
活

用
す
る
な
ど
協
力
が
必
要
で

す
。市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

米
の
品
質
低
下
は
、

全
国
的
傾
向
に
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
本
年
度
よ
り

実
施
の
戸
別
所
得
補
償
事
業

に
よ
る
差
額
の
補
償
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
、
著
し
く
差

異
が
あ
る
時
は
検
討
し
ま
す
。

米
粉
に
つ
い
て
は
、
既
に
学

校
給
食
に
は
、
地
元
産
米
を

使
用
し
て
お
り
利
用
拡
大
が

図
ら
れ
る
よ
う
協
力
体
制
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
導
入
に
つ

い
て

問
議
員　

市
民
が
そ
の
所
有

す
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
発
注

す
る
場
合
、
市
が
一
定
の
額

を
補
助
す
る
制
度
で
、
全
国

で
１
７
５
の
自
治
体
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
本

市
で
も
導
入
を
検
討
す
る
に

値
し
ま
す
が
、
市
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

今
実
施
し
て
い
る

「
プ
レ
ミ
ア
ム
ふ
れ
愛
商
品

券
」
な
ど
の
活
用
に
よ
り
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藤嶋　英毅 議員
［韮政クラブ］

その他質問

◆市営総合運動場・体
　躯館の整備について
◆水辺公園の整備につ
　いて
◆豚舎の悪臭対策につ
　いて
◆道路整備について
◆シカ害対策について
◆西中生徒通学路の安
　全確保策について

一 般 質 問
にらさきの
まちづくりここが聞きたい

８人の議員が市政を問う

一般質問の内容は、項目は抜粋、質問と答弁は要約したものです。
詳細な内容は、韮崎市ホームページ⇒議会⇒会議録で見ることが

できます。
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エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お

か
に
つ
い
て

問
議
員　

こ
の
施
設
は
、
昭

和
44
年
龍
岡
町
に
設
置
さ
れ

た
焼
却
場
で
あ
り
、
現
在
の

施
設
は
平
成
14
年
よ
り
平
成

29
年
ま
で
と
の
協
定
が
結
ば

れ
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
計
画
を
お
示
し

く
だ
さ
い
。

答
市
長　

協
定
期
限
終
了
後

の
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
次
世
代
の
機
種
及
び
設

置
場
所
等
に
つ
い
て
、
地
元

及
び
構
成
３
市
と
の
協
議
を

か
さ
ね
る
。

問
議
員　

現
在
の
進
捗
状

況
・
計
画
な
ど
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
福
田
副
市
長　

も
う
７
年

し
か
な
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
ガ

ス
化
溶
解
炉
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
機
種
の
選
定
を

先
進
地
の
状
況
を
拝
見
し
選

定
し
て
い
く
ま
た
、
現
在
の

建
物
を
含
め
た
施
設
の
効
率

的
な
生
か
し
方
を
早
急
に
構

成
３
市
と
検
討
し
な
け
れ
ば

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

御
勅
使
工
業
団
地
近

隣
の
環
境
に
つ
い
て

問
議
員　

現
在
操
業
し
て
い

る
企
業
の
環
境
対
策
ま
た
、

苦
情
の
発
生
に
つ
い
て
お
示

し
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

企
業
の
公
害
対
策

に
つ
い
て
は
、
種
別
・
業
種

も
こ
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
法
令
に
基
づ
き
対
応
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
は

水
質
・
悪
臭
等
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
実
地
調

査
等
適
切
な
指
導
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

問
議
員　

依
然
と
し
て
改
善

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
市
と
し
て
巡
視
を
し

て
お
り
ま
す
か
。

答
神
谷
市
民
課
長　

地
域
の

安
全
、
安
心
を
守
る
、
特
に

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
に
か
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ

り
ま
す
の
で
、
巡
回
等
の
計

　
　
　

画
を
立
て
て
ま
い
り

　
　
　

ま
す
。

横
内
市
長
二
期
目
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
議
員　

地
方
重
視
や
地
方

主
権
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す

が
、
厳
し
い
財
政
の
中
、
今

後
の
市
政
運
営
を
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
お
示
し

く
だ
さ
い
。

答
市
長　

公
平
公
正
、
健
全
な

行
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
が
基
本
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
と
り
わ
け
本
市
の
よ

う
な
、
小
さ
な
基
礎
自
治
体
で

は
、
市
民
と
企
業
、
行
政
と
の

強
い
絆
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

問
議
員　

夢
と
感
動
の
テ
ー

マ
シ
テ
ィ
を
造
る
と
い
う
こ

と
は
、何
か
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

１
期
目
か
ら
の
継

続
事
業
は
何
件
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
具
体
的
に
で
な

く
、
神
山
町
を
仮
称
で
は
あ

る
が
「
屋
根
の
な
い
歴
史
博

物
館
」
と
言
う
ふ
う
な
形
に

し
た
い
考
え
は
持
っ
て
お
り

ま
す
。

輿石　賢一 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆耕作放棄地対策につ
　いて
◆サッカーのまちづく
　りについて
◆定住人口増加対策に
　ついて
　◆インフラ整備につ
　　いて

神田　明弘 議員
［日本共産党韮崎市議団］

その他質問

◆横内市長の選挙公約
　について
◆市民交流センターの
　図書館「ふるさと偉
　人資料館」について
◆戦争遺跡、市内の地
　下壕について

国
保
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

問
議
員　

国
保
の
加
入
者
の

圧
倒
的
多
数
が
低
所
得
者
で

あ
り
、
払
え
な
い
重
い
国
保

税
の
負
担
に
苦
し
ん
で
い
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
行
う

財
源
と
し
て
、
２
億
円
を
超

え
る
基
金
の
活
用
ま
た
、
一

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
、

こ
れ
ら
の
措
置
で
引
き
下
げ

が
可
能
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答
市
長　

基
金
に
つ
い
て
は
、

国
保
税
の
引
き
下
げ
に
充
て

る
の
で
は
な
く
、
税
率
等
の

引
き
上
げ
を
回
避
す
る
た
め

の
財
源
と
し
て
確
保
し
、
弾

力
的
に
運
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
給

付
と
負
担
の
原
則
を
基
に
、

基
準
に
基
づ
い
て
繰
り
入
れ

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
国

保
税
の
引
き
下
げ
の
た
め
の

繰
入
金
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
実
施
に
つ

い
て

問
議
員　

一
部
の
地
域
経
済

の
活
性
化
に
は
、
寄
与
さ
れ

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
の

活
用
に
よ
り
、
一
定
の
需
要

の
掘
り
起
こ
し
効
果
の
成
果

ま
た
、
見
通
し
に
つ
い
て
い

か
が
か
。

答
市
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
ふ
れ

愛
商
品
券
の
住
宅
関
連
へ
の

活
用
が
、
実
施
額
の
半
数
程

度
を
占
め
て
お
り
、
一
定
の

地
域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与

し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、

さ
ら
に
商
工
会
か
ら
継
続
要

望
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
活
用
し
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
の

振
興
に
つ
い
て

問
議
員　

木
材
需
要
の
拡
大

策
と
し
て
市
の
公
共
事
業
に

県
産
材
を
積
極
的
に
使
う
数

値
目
標
計
画
を
立
て
る
べ
き

で
す
。
ま
た
、
甲
斐
の
家
対

策
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
を
検
討
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
市
の
民
有
林
、
集
約

化
促
進
及
び
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
へ
の
援
助
を
検
討
す
べ

き
で
す
。

答
市
長　

公
共
施
設
は
、
規

模
や
用
途
に
よ
り
、
求
め
ら

れ
る
仕
様
が
異
な
る
た
め
数

値
目
標
は
難
し
い
。
な
お
、

本
年
度
建
設
中
の
穂
坂
自
然

公
園
休
憩
施
設
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
の
使
用
を
予

定
し
て
い
る
。
次
に
、
甲
斐

の
家
事
業
に
つ
い
て
は
、
県

産
材
の
利
用
拡
大
に
向
け
、

木
材
協
会
を
初
め
連
携
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
、

民
有
林
の
集
約
化
さ
れ
た
森

林
へ
の
有
利
な
支
援
、
次
に
、

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
へ
の
援

助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
よ
り
循
環
型
社
会
構
築
の

た
め
、
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
設

置
補
助
金
と
し
て
、
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
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小林恵理子 議員
［日本共産党韮崎市議団］

その他質問

◆安心できる高齢者の 
　生活を支える医療・
　介護について
◆農業政策について
◆小中学校・公民館へ
　のエアコン設置につ
　いて
◆韮崎文化ホールのバ
　リアフリー化推進に
　ついて

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
肺

炎
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
に
つ
い
て

問
議
員　

国
会
で
２
０
１
０

年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。

子
宮
頸
ガ
ン
予
防
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
対
象
に
基

金
（
22
年
度
、
23
年
度
）
を

県
に
設
置
し
、
市
の
事
業
に

対
し
国
２
分
の
１
・
市
２
分

の
１
割
合
で
助
成
す
る
も
の
。

国
の
こ
う
し
た
補
正
予
算
を

活
用
し
、
今
年
度
か
ら
の
実

施
を
求
め
ま
す
。

答
市
長　

国
の
平
成
22
年
度

補
正
予
算
、
こ
れ
を
踏
ま
え

対
応
し
ま
す
。

答
中
嶋
保
健
課
長　

実
施
の

時
期
に
つ
い
て
は
、
県
の
説

明
ま
た
市
民
へ
の
周
知
・
医

師
会
と
の
協
議
に
よ
り
ま
す
。

妊
婦
健
診
の
自
己
負

担
費
の
助
成
に
つ
い

て

問
議
員　

市
長
は
妊
婦
健
診

の
助
成
拡
大
と
も
述
べ
て
い

ま
す
が
、
実
施
時
期
は
い
つ

か
。

答
市
長　

現
在
、
国
に
お
い

て
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
と
ク

ラ
ジ
ミ
ア
抗
原
検
査
を
す
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
動
向

を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
し
い
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て

問
議
員　

今
ま
で
の
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
ベ
テ
ラ
ン
保
育

士
が
配
置
さ
れ
、
交
流
の
場

の
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

相
談
業
務
な
ど
の
事
業
が
展

開
さ
れ
て
き
た
。
市
内
の
各

保
育
所
や
児
童
セ
ン
タ
ー
の

様
子
も
職
員
が
把
握
し
、
し

っ
か
り
連
携
を
と
れ
る
体
制
。

指
定
管
理
に
せ
ず
、
市
直
営

で
運
営
す
べ
き
。
ま
た
、
管

理
者
の
自
主
事
業
の
「
一
時

預
か
り
」が「
親
の
就
業
支
援
」

で
あ
れ
ば
認
可
保
育
所
の
最

低
基
準
が
必
要
。
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
内
で
は
困
難
。

答
市
長　

運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
専
門
性
、
生
産
性
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
優
れ
る
指

定
管
理
を
選
択
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
一
時
預
か
り
事
業
は
、

保
護
者
の
利
便
性
を
考
慮
し

た
運
営
を
主
体
と
す
る
も
の

で
す
。

米
価
下
落
、
異
常
気

象
に
よ
る
減
収
対
策

に
つ
い
て

問
議
員　

夏
の
猛
暑
の
影
響

と
み
ら
れ
る
、
新
米
の
品
質

低
下
に
よ
り
大
幅
な
減
収
に

対
し
て
、
韮
崎
市
の
救
済
策

に
つ
い
て
。

答
市
長　

米
の
品
質
低
下
は
、

全
国
的
傾
向
に
あ
り
、
本
年

よ
り
実
施
の
戸
別
所
得
補
償

で
、
価
格
低
下
に
伴
う
差
額

の
補
償
状
況
を
注
視
し
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て
「
高
齢
者

優
先
居
住
住
宅
」
設

置
に
つ
い
て

問
議
員　

市
営
住
宅
の
う
ち

現
在
、
高
齢
者
や
身
障
者
仕

様
に
な
っ
て
い
る
「
若
尾
住

宅
」
の
部
屋
数
と
入
居
の
際

に
高
齢
者
ま
た
身
障
者
優
先

住
宅
の
定
め
が
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
各
市
営
住
宅
の
高
齢

化
率
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

市
営
若
尾
住
宅
に

つ
き
ま
し
て
は
、
70
戸
の
う

ち
14
戸
が
高
齢
者
対
応
住
宅

と
し
、
現
在
14
戸
す
べ
て
利

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

他
の
市
営
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
、
高
齢
者
及
び
障
害
者

専
用
住
宅
の
位
置
づ
け
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
高
齢

化
社
会
に
向
け
、
検
討
課
題

と
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
化

率
は
、
一
ツ
谷
住
宅
47
％
・

水
神
住
宅
50
％
・
北
下
条
住

宅
12
％
・
祖
母
石
住
宅
10
％
・

中
條
住
宅
５
％
・
清
哲
住
宅

８
％
・
若
尾
住
宅
14
％
で
す
。 小林　伸吉 議員

［公明党］

その他質問

◆雇用対策について
◆市道　藤井９号線（蟹
　坂）の整備について

「
買
い
物
弱
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
」

問
議
員　

市
内
の
買
い
物
弱

者
へ
の
支
援
を
社
会
的
課
題

と
し
て
と
ら
え
対
応
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
本
市
の
取
り
組
み
と

考
え
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

ま
ち
な
か
ミ
ニ
ス

ー
パ
ー
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
希
望

者
の
登
録
を
呼
び
か
け
て
い

る
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
的
課
題
と
し
て

の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

買
い
物
シ
ス
テ
ム
や
交
通
手

段
等
の
課
題
に
つ
い
て
、
今

後
、
官
民
協
働
で
研
究
、
検

討
い
た
し
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
災

害
に
対
す
る
市
の
考

え
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等

に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

問
議
員　

最
近
の
集
中
豪
雨

の
特
徴
は
、
局
地
的
に
短
時

間
に
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る

猛
烈
な
雨
が
鉄
砲
水
や
は
ん

ら
ん
を
引
き
起
こ
す
都
市
型

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
我

市
の
河
川
行
政
、
治
水
整
備

は
、
１
時
間
の
降
水
量
何
ミ

リ
の
基
準
で
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

答
市
長　

１
時
間
当
た
り
の

降
水
量
に
つ
い
て
は
、
河
川

が
50
年
確
立
で
54
ミ
リ
、
排

水
路
が
10
年
確
立
で
41
ミ
リ

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
基

準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

昨
年
６
月
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

「
土
砂
災
害
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

問
議
員　

土
砂
災
害
防
止
法

に
よ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域

及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
と
土
砂
災
害
防
止

法
の
概
要
な
ど
市
民
へ
の
周

知
の
取
り
組
み
と
進
行
状
況

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

平
成
20
年
度
に
現

地
基
礎
調
査
・
平
成
21
年
度

に
地
区
説
明
会
実
施
・
県
に

お
き
ま
し
て
平
成
23
年
度
に

危
険
箇
所
の
地
域
指
定
が
さ

れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
全

域
が
地
域
指
定
を
受
け
た
後

に
作
成
い
た
し
ま
す
。
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森本由美子 議員
［公明党］

その他質問

◆読書環境の整備
◆妊婦検診の完全無料
　化について

消
費
者
行
政
の
活
性

化
に
つ
い
て

問
議
員　

被
害
拡
大
防
止
の

た
め
に
は
、
事
故
情
報
の
公

開
と
速
や
か
な
注
意
喚
起
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
速
や
か

な
情
報
収
集
と
消
費
者
に
対

す
る
的
確
な
対
応
は
、
最
前

線
で
相
談
対
応
し
て
い
る
相

談
窓
口
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

で
あ
り
ま
す
。
本
市
で
の
相

談
窓
口
の
設
置
状
況
は
。

答
市
長　

現
在
、
商
工
観
光

課
内
に
設
置
し
、
職
員
が
兼

務
し
て
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

と
連
動
し
て
い
る
。

問
議
員　

21
～
23
年
度
ま
で

の
山
梨
県
消
費
者
行
政
活
性

化
基
金
の
活
用
計
画
は
。

答
市
長　

高
齢
者
向
け
講
演

会
な
ど
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
明
年
度
は
専
門
の

消
費
者
相
談
員
の
設
置
や
啓

発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を

計
画
し
て
い
る
。

ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に

つ
い
て

問
議
員　

平
成
20
年
度
の
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
全
国
平
均
で

20
・
３
％
で
あ
り
ま
す
が
、

本
市
で
は
16
・
７
％
で
あ
り

３
・
６
％
低
い
状
況
で
し

た
。
21
年
度
は
さ
ら
に
下
が

り
15
・
１
％
で
あ
り
全
国
に

比
較
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
が
遅

れ
て
い
ま
す
。
市
長
の
掲
げ

る
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
率
を
10
％
ア
ッ
プ
さ
せ
る

た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
。

答
市
長　

資
源
物
と
し
て
認

識
の
薄
い
ミ
ッ
ク
ス
紙
の
収

集
を
強
化
し
、
ま
た
資
源
物

収
集
の
回
数
を
増
や
す
等
に

よ
り
、
排
出
環
境
を
整
え
て

い
く
。

答
神
谷
市
民
課
長　

燃
え
る

ご
み
の
中
の
約
15
％
が
ミ
ッ

ク
ス
紙
で
あ
り
、
生
ご
み
の

80
％
は
水
分
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
こ
を
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

各
種
ワ
ク
チ
ン
（
子

宮
頸
が
ん
、
ヒ
ブ
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
）

の
接
種
に
つ
い
て

問
議
員　

今
年
度
、
完
全
無

料
で
受
け
ら
れ
た
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
本

市
で
の
対
象
者
に
対
す
る
接

種
人
数
と
接
種
率
は
。

答
市
長　

第
１
回
目
の
接
種

に
お
い
て
は
小
学
校
６
年
生

で
は
１
５
７
人
中
１
４
５
人

が
接
種
し
、
接
種
率
は
92
％
、

中
学
３
年
生
で
は
１
６
８
人

中
１
６
０
人
が
接
種
し
、
接

種
率
は
95
％
で
県
内
13
市
の

中
で
は
大
変
高
い
接
種
率
で

あ
っ
た
。

問
議
員　

３
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
明
年
度
の
計
画
は
。

答
市
長　

明
年
度
よ
り
定
期

接
種
化
へ
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
も
の
と
理
解
し
、
準
備

段
階
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

答
中
嶋
市
民
課
長　

子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
で
は
中
学
１
年
生

か
ら
高
校
１
年
生
と
い
う
こ

と
だ
が
、
今
年
度
の
高
校
１

年
生
に
つ
い
て
も
接
種
が
で

き
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

喫
緊
の
課
題
に
的
確
に
対
処

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

次
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
か
ら

の
要
望
の
あ
り
規
模
は
ま
だ

わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
前

向
き
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

穴
山
駅
の
駐
輪
場
の

新
設
に
つ
い
て

問
議
員　

穴
山
地
区
の
市
民

の
要
望
事
項
の
穴
山
駅
駐
輪

場
の
新
設
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

答
市
長　

地
元
か
ら
の
要
望

を
受
け
、
12
月
１
日
付
で
Ｊ
Ｒ

東
日
本
八
王
子
支
社
に
計
画

書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
Ｊ
Ｒ
側
と
の
協
議
を
へ

て
設
置
条
件
が
示
さ
れ
ま
す

が
、
内
容
等
を
精
査
し
な
が

ら
、
設
置
に
向
け
た
早
期
の
合

意
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
職
２
期
目
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当

た
っ
て
の
心
構
え
に

つ
い
て

問
議
員　

２
期
目
の
市
制
執

行
に
当
た
っ
て
は
し
っ
か
り

と
腰
を
据
え
、
市
民
と
約
束

し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
焦
ら

ず
に
じ
っ
く
り
と
執
行
な
さ

る
こ
と
が
第
１
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民
に

示
し
、
実
施
し
て
ほ
し
い
の

が
市
民
の
願
い
で
あ
り
市
長

の
心
構
え
を
伺
い
ま
す
。

答
市
長　

11
月
７
日
に
執
行

さ
れ
ま
し
た
市
長
選
挙
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
一
定

の
評
価
を
い
た
だ
い
た
も
の

と
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
と
お
約
束
し
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
、

公
平
公
正
、
協
働
、
健
全
な

行
財
政
運
営
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し

各
種
施
策
を
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
23
年
度
予
算
編

成
に
つ
い
て

問
議
員　

景
気
の
低
迷
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
等
企
業
の

流
失
か
ら
来
る
税
収
の
減
、

国
・
県
よ
り
の
補
助
金
な
ど

の
制
約
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

２
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実

現
の
た
め
の
新
規
事
業
、
ま

た
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
最

も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
、
点

ま
た
新
年
度
も
予
算
化
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
規
模

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

新
規
事
業
と
し
て
、

中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

窓
口
無
料
化
・
市
民
バ
ス
高

齢
者
低
料
金
化
及
び
ホ
リ
デ

ー
料
金
の
導
入
・
保
育
園
の

１
日
保
育
・
韮
崎
宿
の
懐
か

し
さ
漂
う
の
れ
ん
の
あ
る
町

並
み
づ
く
り
へ
の
着
手
・
人

工
芝
グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
等

な
ど
庁
内
関
係
課
と
検
討
、

協
議
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な

配
分
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

矢崎　六彦 議員
［市清クラブ］

その他質問

◆初めての議会報告会
　を終え市民からの行
　政に対しての要望事
　項。
◆ノロウィルス・イン
　フルエンザ対策の現
　況。
◆我が市のゴミ減量化
　策（分別収集の強化
　策）
◆観光行政について
◆教育行政について
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清水　正雄 議員
［市民クラブ］

その他質問

◆高齢者の市民バス及
　び大村美術館の料金
　無料化について
◆塩川サイクリング　
　ロードの区間延長に
　ついて
◆韮崎小学校通学路に
　歩道ラインを整備す
　ることについて

元
気
な
町
づ
く
り
基

本
政
策
に
つ
い
て

問
議
員　

横
内
市
長
の
夢
と

感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
を
提

唱
し
た
、
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
、
実
現
の
た
め
の
具
体
的

な
基
本
政
策
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

答
市
長　

基
本
的
な
考
え
方

の
一
つ
に
、
元
気
で
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
、

商
工
業
、
農
林
業
、
観
光
の

分
野
を
中
心
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
優
良
企

業
誘
致
、
観
音
山
公
園
の
整

備
等
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
、

ま
た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

並
び
に
穂
坂
自
然
公
園
と
の

有
機
的
な
連
携
を
図
り
、
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
政
の
課
題
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て　

　問
議
員　

元
気
な
街
づ
く
り

の
た
め
、
現
実
を
直
視
し
て

課
題
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
１
点

目
は
人
口
の
減
少
の
問
い
題
、

２
点
目
は
農
業
後
継
者
と
耕

作
放
棄
地
の
問
題
３
点
目
は

中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
問

題
な
ど
有
効
な
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
市
長　

一
点
目
今
期
取
得

す
る
定
住
促
進
住
宅
や
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
に
よ
る
定
住

者
の
確
保
や
市
外
か
ら
の
定

住
促
進
持
ち
家
助
成
事
業
の

創
設
、
民
間
活
力
を
利
用
し

た
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

将
来
目
標
人
口
の
達
成
を
め

ざ
す
。
二
点
目
耕
作
放
棄
を

利
用
し
農
業
従
事
者
と
し
て

市
内
に
定
住
し
て
い
た
だ
く

新
規
就
農
者
支
援
事
業
の
推

進
な
ど
、
受
け
入
れ
態
勢
の

強
化
に
努
め
ま
す
。
三
点
目

ま
ち
な
か
活
性
化
計
画
に
基

づ
き
、
空
き
店
舗
対
策
事
業

を
始
め
と
す
る
各
種
施
策
を

実
施
ま
た
、
商
工
会
に
中
心

市
街
地
活
性
化
推
進
委
員
会

を
設
置
し
商
工
会
と
の
連
携

に
よ
る
ま
ち
な
か
活
性
化
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
議
員　

元
気
な
ま
ち
に
し

た
い
と
い
う
自
治
体
は
全
国

ほ
と
ん
ど
だ
と
言
っ
て
も
い

い
く
ら
い
多
い
わ
け
で
す
よ
。

成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
、
明
確
に
ビ
ジ
ョ
ン

を
打
ち
出
し
、
観
光
に

焦
点
を
当
て
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
本
市
の
状

況
を
み
る
と
、
国
立
公

園
、
県
立
公
園
も
あ
る
。

ま
た
、
農
産
物
も
あ
る
。

磨
け
ば
光
る
よ
う
な
観
光
資

源
も
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ

ろ
に
、
焦
点
を
当
て
て
韮
崎

と
い
う
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら

う
。
そ
こ
か
ら
始
め
な
い
と

い
ろ
い
ろ
な
施
策
も
生
き
て

こ
な
い
と
お
も
い
ま
す
。
市

長
の
見
解
は
。

答
福
田
副
市
長　

観
光
も
含

め
て
交
流
人
口
の
増
加
と
い

う
こ
と
か
ら
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
日
帰
り
の
観

光
客
に
１
泊
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
宿
泊
施
設
等
も
経

済
が
活
発
化
し
、
元
気
の
あ

る
観
光
の
ま
ち
が
出
来
る
と

予
測
し
ま
す
。

問
議
員　

観
光
で
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
宿
泊
、
飲
食
、
交
通

機
関
・
農
業
等
が
振
興
さ
れ

活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
は
。

答
福
田
副
市
長　

観
光
に
つ

い
て
は
、
市
長
み
ず
か
ら
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
な
い
、

韮
崎
の
観
光
資
源
と
、
は
と

バ
ス
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し

て
い
る
。
今
後
も
観
光
業
者
、

観
光
農
園
の
方
、
商
工
業
者

の
方
々
と
連
携
し
集
客
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
（
議
会
活
性
化
）
の
取
り
組
み

韮
崎
市
議
会
で
は
、
す
で
に
議
会
改
革
に
取
り
組
み
、
数
々
の
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

「
住
民
目
線
の
議
会
像
」
開
か
れ
た
議
会
を
目
差
し
て

一
般
質
問

●

一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
１
人
60
分
×
会
派
の
人

数
時
間
と
し
ま
し
た
。

●

関
連
質
問
は
、
同
一
会
派
３
人
ま
で
と
す
る
。
た

だ
し
、
１
回
の
質
問
は
５
分
以
内
と
し
ま
し
た
。

●
一
問
一
答
方
式
を
導
入
し
ま
し
た
。

●

新
た
に
質
問
席
を
設
け
、
執
行
部
に
向
か
っ
て
質

問
が
で
き
る
対
面
方
式
と
し
ま
し
た
。

●

再
質
問
も
同
様
に
、
質
問
席
の
隣
で
一
問
一
答
方

式
に
て
行
い
ま
す
。

●

一
般
質
問
通
告
期
限
は
、
定
例
会
開
会
日
翌
日
の

正
午
ま
で
と
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

●

本
会
議
の
開
催
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
ラ
イ

ブ
中
継
し
て
お
り
ま
す
。

●
庁
舎
ロ
ビ
ー
で
は
、
ラ
イ
ブ
中
継
が
見
ら
れ
ま
す
。

政
務
調
査
費

●

１
人
月
額
２
０
、
０
０
０
円
を
１
０
、
０
０
０
円
に

減
額
し
ま
し
た
。

●

収
支
報
告
書
に
は
領
収
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

財
務
常
任
委
員
会
の
設
置

●

予
算
・
決
算
の
み
特
別
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
し

た
が
、
補
正
予
算
も
含
め
新
た
に
財
務
常
任
委
員

会
を
設
け
、
審
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●

審
議
の
様
子
を
市
役
所
庁
舎
内
で
ラ
イ
ブ
中
継
し

て
お
り
ま
す
。

常
任
委
員
会
で
の
傍
聴

●

開
か
れ
た
議
会
を
目
差
す
た
め
、
同
時
開
催
の
解

消
を
図
り
各
常
任
委
員
会
で
の
傍
聴
も
可
能
に
し

ま
し
た
。

●

常
任
委
員
会
委
員
へ
の
重
複
所
属
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

●

請
願
者
に
対
し
、
請
願
の
説
明
を
求
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

議
員
定
数

●

韮
崎
市
議
会
の
議
員
定
数
を
、
Ｓ
46
・
10
（
30
人

か
ら
24
人
）、
Ｓ
62
・
10
（
24
人
か
ら
22
人
）、
Ｈ

15
・
10
（
22
人
か
ら
20
人
）
に
減
じ
、
更
に
今
回

か
ら
、
Ｈ
23
・
10
（
20
人
か
ら
18
人
）
に
な
り
ま

し
た
。

議
長
交
際
費
の
公
表

●

議
長
交
際
費
は
毎
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

会
議
録
の
公
表

●

本
会
議
の
会
議
録
は
、
定
例
会
開
催
後
２
ケ
月
以

内
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
の
開
催

●

議
会
基
本
条
例
を
目
指
し
て
、
昨
年
よ
り
市
内
５

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
開
か
れ
た
議
会
と
し
１
年
１

回
報
告
会
を
開
催
し
市
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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委 員 会 活 動 報 告
 [

主
な
意
見]

・
改
正
案
で
24
年
４
月
１
日
ま
で
に
「
応
益
負
担
」

　

を
原
則
と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

（
不
採
択
賛
成
の
意
見
）

・
改
正
案
で
は
「
応
益
負
担
」
の
制
度
が
温
存
さ
れ

　

て
い
る
。
（
採
択
賛
成
の
意
見
）

◎
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

　
請
願

 [

主
な
意
見]

・
青
色
申
告
制
度
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
べ

　

き
で
あ
る
。
（
不
採
択
賛
成
の
意
見
）

・
青
と
白
と
で
控
除
に
差
別
が
あ
る
こ
と
に
矛
盾
が

　

あ
る
。
（
採
択
賛
成
の
意
見
）

⇨
　
い
ず
れ
も
不
採
択
。

◎
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
中
学
３
年
生
ま
で
引
き

　
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

⇨
　
採
択

 [

主
な
意
見]

・
医
療
費
無
料
化
の
引
き
上
げ
が
決
定
し
て
い
る
。

《
審
査
内
容
》

　

各
課
長
か
ら
、
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、

質
疑
を
行
っ
た
。

・
生
活
環
境
に
つ
い
て

・
健
康
保
健
事
業
推
進
に
つ
い
て

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
並
び
に
介
護
保
険
事
業
推

　

進
に
つ
い
て

・
少
子
化
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
市
税
に
つ
い
て

・
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

・
静
心
療
の
運
営
に
つ
い
て

《
現
地
調
査
（
閉
会
中
）》

　

所
管
す
る
施
設
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

・
市
立
病
院

・
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
市
民
課　

・
福
祉
事
務
所

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
12 
月
定
例
会
会
期
中
の
委
員
会
】

《
請
願
審
査
》

◎
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

　（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
参
加
し
な
い
こ
と
の
意
見
書

⇨
　
継
続
審
査

 [

主
な
意
見]

・
国
が
審
議
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
の
で
も
う
少
し

　

研
究
し
た
い
。

・
農
家
に
打
撃
も
あ
る
が
経
済
を
考
え
る
と
農
業
政

　

策
を
し
っ
か
り
安
定
し
た
も
の
を
つ
く
つ
た
中
で

　

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
が
ど
う
し

　

た
い
の
か
で
て
こ
な
い
。

《
審
査
内
容
》

　

各
課
長
か
ら
、
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、

質
疑
を
行
っ
た
。

・
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

・
農
業
用
道
路
、
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

・
観
光
事
業
に
つ
い
て

・
中
心
市
街
地
の
状
況
に
つ
い
て

・
農
工
団
地
造
成
に
つ
い
て

・
下
水
道
工
事
死
亡
事
故
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
に
つ
い
て

 

《
現
地
調
査
（
閉
会
中
）》

・
下
水
度
課　

下
水
道
配
置
箇
所
視
察

・
観
光
課　

　

観
光
看
板
視
察

・
農
林
課

　

穂
坂
自
然
公
園

　

な
ど

総
務
教
育
常
任
委
員
会

【
12 
月
定
例
会
会
期
中
の
委
員
会
】

《
請
願
審
査
》

◎
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤
去
を
求
め
る
請
願

⇨
　
採
決
の
結
果
、
継
続
審
査
と
決
定

 [

主
な
意
見]

・
個
人
的
に
は
、
無
条
件
撤
去
と
い
う
問
題
に
は
疑

　

問
が
あ
る
。

・
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
問
題
で
あ
り
協
議
し

　

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　

　

無
条
件
で
撤
去
せ
れ
ば
収
ま
る
問
題
で
は
な
い
か
。

・
特
に
北
朝
鮮
、
中
国
の
問
題
な
ど
で
移
設
が　
　

　

い
い
の
か
考
え
る
。

◎
教
育
予
算
を
拡
充
し
、
教
育
の
機
会
均
等
及
び
水

　
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
請
願

⇨
　
採
決
の
結
果
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
審
査
内
容
》

　

各
課
長
か
ら
、
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、

質
疑
を
行
っ
た
。

・
人
事
管
理
に
つ
い
て

・
入
札
に
つ
い
て

・
市
有
財
産
の
有
効
利
用
と
管
理
に
つ
い
て

・
総
合
防
災
対
策
の
調
査
、
研
究
に
つ
い
て

・
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ

　

い
て

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

・
工
事
中
の
安
全
管
理
、
施
工
管
理
に
つ
い
て

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

市
民
生
活
常
任
委
員
会

【
12 
月
定
例
会
会
期
中
の
委
員
会
】

《
請
願
審
査
》

◎
障
害
者
自
立
支
援
の
応
益
負
担
を
や
め
る
こ
と
の

　
請
願

韮崎市立病院内視察　H23.2.18

穂坂自然公園工事現場　H23.2.14
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1
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1
1
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■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
嶋

津
鈴

子
■

編
集

／
韮

崎
市

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

■
印

刷
／

有
限

会
社

タ
ク

ト

３
月
定
例
会
日
程

編集後記
３月	３日　開会、諸報告、
	 	 市長所信表明
　　14日　一般質問
　　15日　一般質問
　　16日　議案審議、委員会
　　17日　財務常任委員会
　　18日　財務常任委員会
　　22日　委員会
　　24日　議案審議、
	 	 委員長報告、閉会

※上記日程は定例会前の議会運営委員会で
正式に決定されます。

※定例会（委員会）は、どなたでも傍聴でき
ますので、是非、傍聴にいらして下さい。
　（委員会を傍聴する場合には事前に申し出
てください。）

※本会議は、インターネットでライブ中継・
録画中継を配信しています。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
早

や
２
ヶ
月
が
経
と
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
国
内
で
は
、

企
業
の
減
益
や
雇
用
の
悪

化
な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳

し
い
社
会
経
済
情
勢
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

韮
崎
市
に
お
い
て
も
、

来
年
度
も
、
厳
し
い
財
政

事
情
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
局
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
議
会
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
議
会

本
来
の
役
割
を
果
た
し
、

議
員
個
々
が
議
員
の
な
す

べ
き
こ
と
を
再
認
識
し
、

日
々
の
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

嶋
津　

鈴
子

副
委
員
長　

横
森　

宏
尹

委　
　

員　

秋
山　
　

泉

〃	

藤
嶋　

英
毅

〃	

森
本
由
美
子

〃	

石
井　

錦
一

〃	

望
月　

正
澄

行政 察視研修レポート研修レポート
■ 議会運営委員会

　２月１日　茨城県潮来市議会

開かれた議会活動をテーマに研修を行いまし

た。また、議会改革の取り組みなどについての、

質問が交わされました。

■ 山梨県市議会議長会議員合同研修
　２月１０日、県内の市議会議員合同研修会が、

南アルプス市の桃源文化会館で開催され、

本市の議員多数出席しました。

講演：「二元代表性の現状と行方

　　　　　　　　　　　（議会改革のために）」

講師：山梨学院大学法学部教授　西寺 雅也氏

同日午後、山梨県自治会館の講堂

講演：「どうなる？ 今後の日本政治」

講師：テレビ朝日コメンテーター　川村 晃司氏

■ 会派研修（平成 22 年度）

韮政クラブ　５議員
平成２２年１１月１０日～１２日（３日間）
三沢市　  ●商業街区の振興に関すること
　　　　　 （中心市街地区域内を除く）
十和田市  ●中心市街地活性化事務について

平成２３年２月７日～９日（３日間）
いの町　  ●デマンド交通について

韮和クラブ　３議員
平成２２年８月２日～４日（３日間）
稚内市　  ●都市再生プロジェクト事業について

市清クラブ・公明党　４議員
平成２２年１１月１０日～１２日（３日間）
水俣市　  ●環境モデル都市づくり
　　　　  ●ゴミの分別収集について
出水市　  ●読書活動日本一の街づくり事業
　　　　  ●ツルの飛来地について
小林市　  ●ゴミの減量化への取り組みの現状と
　　　　　 課題
　　　　  ●生ゴミの分別収集と堆肥化について
　　　　  ●高齢者・障害者ふれあい収集について

共伸クラブ　４議員
平成２３年２月７日～９日（３日間）
三次市　  　●議会改革について
安芸高田市  ●校庭の芝生化について


